
第13回 信濃町企業誘致推進委員会次第 

 

平成28年８月26日（金）14：00～ 

信濃町役場 第３会議室 

出席者：浅野英彦副委員長、荻原一正委員、小林みち代委員、星野直信委員、田中克典委員、 

    和田副町長、高橋総務課長、松木建設水道課長、事務局 

 

１ 開 会 

 

２ 副町長挨拶 

 【議事録】 

     大変お忙しい中、また信濃町らしからぬ残暑厳しい中、お集まりいただきまして

ありがとうございます。 

   皆様方におかれましては、町政全般に関しましてご理解ご協力いただいており

ますことに御礼申し上げます。町の課題であります人口減対策として、地方創生事

業をそれぞれ昨年から引き続いて行わせていただいておりますけれども、皆様方の

ご協力の中事業が進んでおります。そのような中でさらなるご理解ご協力を併せて

お願いしたいと思います。また、人口減の中で、一つ嬉しいニュースといいますか、

今年の７月31日現在の人口が8,881人という事です。前月対比、いわゆる６月末現

在に対しまして17名が増になりました。その内容となりますのが、自然動態、亡く

なられる方が多く残念だったんですが、自然動態がマイナスの３人、社会動態の中

で転入転出が20名の増加し、差し引き17名の方が人口的には増えた事になりました。

今後この秋に向けてどのような結果になっていくか判りませんが、ご報告させてい

ただきます。また、今現在人口減対策という中での雇用確保、これが一番大事なと

ころでございますので皆様方のお知恵を借りる中企業誘致を進めて行きたいと思

っております。皆様方の情報交換、並びに企業誘致の促進のご協力をお願い申し上

げまして、挨拶と代えさせて頂きます。本日は大変ご苦労様です 

 

３ 委嘱書手交 

 

４ 委員自己紹介 

 

５ 信濃町企業誘致推進委員会について 

  

６ 委員長、副委員長選出 

   互選により委員長 和田副町長  副委員長 浅野委員に決定 

７ 委員長、副委員長挨拶 

    

８ 検 討 事 項 等 

（1）町の取組等の報告 



  ・東京、大阪、名古屋各長野県事務所訪問 

  ・町内企業の近況について 

【議事録】各事項について事務局より説明 

    副委員長 ご説明いただいた内容とは関係ありませんが、先ほど副町長の挨拶に

ありました 20 名社会動態が増えたという事ですが、どのような方が増

えたのかというのは分かっていますか。 

    委員長  具体的な要因は分かっていませんが、確実なのは７月１日から地域お

こし協力隊を３名お願いしましたので、同伴者を含めて４名が増えてお

りますし、外国人の方も４名ほど来ております。残りの方についてはど

ういう方なのかという分析はしていません。 

    副委員長 企業誘致だけでは無くて、移住促進や観光事業などをひっくるめてや

っていかないといけないという事ですね。企業を誘致するという事は今

は非常に難しいですよね。単純に企業を引っ張ってくるというのは。 

         企業誘致だけでなく総合的に施策を行う必要がありますね。 

    委員長  先ほどの報告のとおり誘致は非常に難しいですよね。ただ、雇用環境

といった面では、企業が居ないと成り立たないという事も事実ですので、

今、副委員長がおっしゃられたとおり、どういう形で人口を増やしてい

くか考える必要はあると思います。 

    副委員長 私の家の前に引っ越してきた外国人なんかも、結構友達が遊びに来た

入りしている。移住してきた人の内容をしっかりと把握していく必要が

あると思います。 

    委員   結構、今は中古住宅が非常に安く手に入るという事で売れていますが、

皆さん信濃町に移住したくて住民票を移すんですよね、多分それもある

のではないでしょうか。ただ、去年移住された方にお会いしたんですが、

税金が高すぎて住所を東京に移すとおっしゃっている方がいました。あ

まり詳しくは聞きませんでしたが、国民健康保険税とかあるんですかね。 

    委員   国民健康保険は上限があるからそれほどでもないと思うけどね。 

    委員   でも私が東京にいた時と比べるとすごい高くなったと思いました。 

    総務課長 国民健康保険税については長野県では平均なんですよ。ただ、東京の

ように人口も多くて収入もある方が多いと違うと思います。 

    委員   不動産業者に言わせると信濃町の物件は直ぐに出すと売れるんだけれ

ども、またすぐに出てくる確率も多いという話もありました。 

         景色に惹かれるんですよ、皆さん、ただ、雪が多くて疲れると。 

    副委員長 移住した方がなんで移住されたのか、或いは出ていった人は何で出た

のか、税金がネックになっているのか。 

    委員長  NPO で移住されたことのご意見等を集約したものとかあるのでしょう

か。 

    委員   それはありません。ただ、個々の人からの話は聞いていますので、そ

れぞれの理事には話があると思います。 

         出ていく人は、やっぱり独身者が多いと思います。今度仕事が長野市

に見つかったから長野に引っ越すとか。 



    委員長  それぞれの事情があるという事ですよね。 

    委員   仕事がなくて、町外に仕事が見つかったという事かもしれないですし

ね。あとこの 17 人が純増という事ですが、世代はどういう構成でしょ

うか。 

    委員長  そこまで把握していません。 

    委員   若年層が多いのか、定年退職世代が多いのかによって施策も変わると

思います。若年層だと仕事が大事ですしね。 

    委員長  行政として出る方、入る方の情報を収集することが難しい。 

    副委員長 この委員会として収集するなどの方法はあると思いますので、検討し

欲しい。 

    委員   町内の企業を訪問して事情を聴いているようですが、町で町内業者を

集めて意見交換をしたらどうか。企業によっては、各専門分野を通して

協力体制を組めるような事業もあるかもしれません、そうした場を設定

するのも有効ではないでしょうか。そうした話が出てくれば直接企業誘

致となりませんが、雇用の促進くらいにはなるのではないでしょうか。 

    委員長  そのような事は確かに企業間が連携することによって広がって行く可

能性はありますね。 

    委員   おためしラボってなんですか。 

    事務局  リモートワーカーを対象に長野県内に居住して、県内のコワーキング

スペースを仕事場として事業を行っていただく事業です。 

 

  ・今後の予定について 

今後の事業について事務局より説明 

     

（2）各委員から報告 

各委員より近況等について報告 

 

（3) その他   

  次回開催予定を１２月から１月としたい旨事務局より提案 

 

９ 閉 会 


